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農家経営支援センターの取り組み 

 

 

 

 

 

《農家・組合員・法人訪問実績》 

地 区 農家･組合員 法 人 数 

西之表 ３７１件 ６８件 

中種子 ３５９件 １４９件 

南種子 ３０４件 ５６件 

屋久島 ３０８件 ３４件 

合 計 １，３４２件 ３０７件 

 

☆担い手・法人への対策 

 

 

 

 

《担い手・新規就農者に対する取り組み》 

�就農相談や研修、指導を行いました。 

�集落営農組織を 1 団体設立。 

～法人化への支援・対応～ 

�当該年度中に 1件の法人化を実現。 

�法人化実現後も支援を継続し、相談・対応を行います。 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

＜青色申告会業務実績＞ 

 

  

地 区 会 員 数 申告支援人数 記帳代行人数 

西之表 １１３名 １１０名 １０１名 

中種子 ２７３名 ２７２名 ２０１名 

南種子 ８１名 ８１名 ５３名 

合 計 ４６７名 ４６３名 ３５５名 

～ＴＡＧとは？～ 

Teamtaneyaku
チ ー ム タ ネ ヤ ク

 Adviser
ア ド バ イ ザ ー

 Goodwill
グ ッ ド ウ ィ ル

の略称 

親切心を持って農家と向き合います！ 
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農家・組合員の皆様から農協事業や

農業に関する疑問や意見要望を伺

い、農協事業運営に反映しました。 

～農家・組合員からの主な意見要望～ 

・農協入り口には各部署の場所案内板が

ないので設置していただきたい。 

⇒建物入り口に案内図を掲示した。 

・子供が後継者として帰ってきたので、機

械類の購入を考えている。無利子の融資、

また新規認定農業者の手続き方法を教え

ていただきたい。 

⇒融資相談を行うとともに、認定農業者の

手続き説明と書類作成支援を行った。 

・屋久島での夏場の新規品目を検討して

いただきたい。 

⇒2019年度より、オクラを新規品目として

取り組みます。 

市町村・関係機関と連携し徹底した情報発信

を行い､担い手、新規就農者の人材確保や育成

に取り組みました。また、農業経営の法人化

に対する支援を行いました。 

☆総合渉外活動（ＴＡＧ
タ ッ グ

） 

各部署や関係機関と連携し、農家・組合員

の元へ直接訪問することにより農業におけ

る技術面や経営面の指導支援を行いまし

た。 

☆青色申告会による税務支援 

青色申告会において会員数拡大を図ると

ともに、記帳代行システムの活用により、

組合員の農業経営管理支援を行いました。 

 ？ 

【農家の経営概況・相談内容】 

経営 青果用甘藷 500a 栽培 

概況 スナップエンドウ 25a栽培 

経営が思うようにいかない

ため、経営分析を行い、今後

の方向性を一緒に考えて欲

しい。 

【ＴＡＧの対応】 

県と連携し経営カウンセリン

グ、コンサルを実施し、労働

力を含めた、作付けする作物

や面積を提示しました。 

【農家との話し合いの結果】 

平成 30 年度の青果用甘藷 500a の内、

200a を加工用として出荷することで、

期間内の出荷作業や労力の減少に繋

がり、スナップエンドウの適期管理作

業ができる状態になりました。 

【今後の取り組み】 

引き続き、県と連携しながら

定期的な経営カウンセリン

グを行っていきます。 
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☆組合員・地域住民とのふれあい 
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育てよう笑顔プロジェクト(左上)による地域清掃活動や子ども達の農業

体験(右上)、アンパンマンこどもくらぶ(左下)での赤ちゃんとお母さん

同士のふれあい、12 月にはＪＡまつり(右下)を開催しました。 

①部会組織肥料予約結集推進対策として、農家の生産コスト削減とＪＡ部会組織の活性化

を支援しました。(1 袋あたり 10 円～50 円助成：種子島 9部会・屋久島 1部会) 

②大口取引先等への事業利用分量に応じた購買資材価格の値引き・助成を行いました。 

 �乾草大口需要対策(1 個あたり 45 円～100 円助成) 

 �肥料大口需要対策(1 袋あたり 40 円助成) 

�肥料大規模農家対策(1 袋あたり 100 円～250 円助成) 

�予約肥料・飼料の単価値引き(全品目 1袋あたり 22 円～27 円値引き) 

�春肥予約肥料自己取り助成(1 袋あたり 30 円～40 円値引き) 

③農薬フェアによる価格引き下げを実施しました。 

 �取扱品目(12 品目)／各品目 15％価格引き下げ 

④株出し用マルチフェアによる価格引き下げを実施しました。 

 �1 本あたり 328 円引き下げ 

⑤粗飼料(乾燥草)特別販売フェアによる価格引き下げを実施しました。 

 �オーツヘイＰ1個あたり 15％価格引き下げ 

⑥飼料用肥料特別販売フェアによる価格引き下げを実施しました。 

 �取扱品目( 2 品目)100 円～200 円引き下げ 

⑦南九州 3県合同仕入による農業機械の販売を実施しました。 

 �取扱品目( 1 品目)／30％価格引き下げ 

⑧各部会・振興会との話し合いにより、地域営農ビジョンを新たに 3品目策定し、品目ごと

に 5年後の数値目標と具体的な取り組み事項などを計画化しました。 

 �3 品目策定：澱粉原料用甘藷・ブロッコリー・バレイショ 

⑨繁殖雌牛増頭対策として、生産基盤の維持・強化を図るために畜産農家経営をサポートし

ました。 

 �増頭奨励金 1頭あたり 5,000 円助成／助成総頭数 378 頭 

�自家保留牛 1頭あたり 10,000 円助成／助成総頭数 568 頭 

�生産性向上対策費(ｲｰｼﾞｰﾌﾞﾘｰﾄﾞの助成)1 頭あたり 2,000 円助成／助成総頭数 1,691 頭 

�異常産ワクチン対策費 1頭(2 回摂種)あたり 1,805 円の助成／助成総頭数 1,150 頭 

�損耗防止対策費 1頭あたり 250 円の助成／助成総頭数 5,027 頭 

⑩サトウキビ増産基金事業(セーフティーネット基金) 

 �生産性向上支援事業(春･秋)新植に対する対策の実施(種苗助成) 

 �自然災害被害対策事業(春)新植に対する立替金の対応 

⑪生分解マルチの被覆による生産性向上と労働力軽減対策 

 �秋･春植えマルチ試験拡張(秋植え 200 本・春植え 400 本) 

 �澱粉原料用甘藷の生分解マルチの普及拡大(455 本 12.8 ヘクタール) 

⑫優良種苗支援対策 

 �澱粉原料用甘藷・青果用甘藷バイオ苗、定植用苗の助成 

 �育苗ハウス・トンネル資材の助成 

⑬さとうきび管理用トラクターアタッチメント一部助成(9 台) 

⑭廃プラ処理費用値上げに伴う各対策協議会への助成 

⑮シカ対策資材(ネット・支柱)の一部助成 

今後も農家の皆様の所得向上・コスト抑制のために対策を行います 

⇒ＪＡでは、農畜産物販売事業や購買事業の進め方について事業計画等で整理

し、以下の話し合いを行いました。いただいた意見を事業運営に反映しています。 

 

集落座談会(6 月 13 日～14 日)、営農座談会(8 月～9月)、総代会(6 月 28 日)、 

認定農業者との話し合い(5 月～9月)、農業法人との語る会(11 月 30 日)、 

各部会・振興会役員会及び総会(4 月～3月)、組合員宅訪問活動(毎月) 

 

⇒当ＪＡの役員について、認定農業者 6 名、実践的能力者 4 名を含む 11 名で構

成されています。令和元年 6月の役員改選に向けて、広報誌等で役員の選び方等

に関する情報を共有し、各地区の組合員で構成される役員推薦会議等で、選出の

手続きを行っています。 


